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　⑨残尿測定 
a.​ 残尿測定器の使用目的について 

i.​ 排尿後、残尿の有無を確認するため、残尿測定器を使用する。 
1.​ 100mL以上の残尿がある場合は、導尿が必要となる。 

ii.​ 尿意がない、もしくは認知機能が低下している患者 
1.​ トイレ誘導前に残尿測定器を使用し膀胱内の尿量を測定する。 

 
b.​ 残尿測定器の使用方法について 

 
i.​ 膀胱用超音波画像診断装置　リリアムα-200　株式会社リリアム大塚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ii.​ 膀胱用超音波画像診断装置　 
ブラッダースキャンシステムBVI6100　シスメックス株式会社　　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　 

 

 


